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第Ⅱ章　調査の成果
1.　調査区の基本層序
　基本層序は約 20cm の盛土、約 30cm の包含層を経て基盤層である黄灰色シルト～粘土層に至る。基盤層の標高は 18.2
ｍ前後で、その上面で遺構検出を行った。
　検出した遺構は、弥生時代中期の遺物を含む溝状の落ち、古墳時代末～奈良時代の溝、柱穴、平安時代の溝、柱穴など
である。以下、調査次数ごとに主要遺構の詳細を述べる。なお、遺構番号は図 3、図 4に示すとおりである。

2．第 5次調査
遺跡の有無と保存状況を把握するため、4ヶ所の試掘溝を設定し、試掘調査を実施した。調査面積は合計 61 ㎡である。
調査の結果、1・2・3区で遺構・遺物を確認し、山吹遺跡が調査地まで広がっていることが判明し、包蔵地の範囲を変更
することとなった。以下に調査区ごとの成果を述べる。
1 区　2ｍ×13.5ｍの調査区である。現地表面から 20 ～ 30cm の盛土、30cm の包含層を経た T.P.18.1ｍで、溝 3条、柱穴
　　　1 基を検出した。このうち SD1 は幅 50cm を測り、主軸を N‐60 ～ 65°‐W にとる。第 5 次調査では遺構検出にと
　　　どめた。SD2 は、調査区東端において検出した南北方向の溝である。西肩から 2.1ｍ分を検出し、東は調査区外に
　　　延びることから全幅は不明である。一部を断割ったところ、深さは最大 42cm であった。埋土からは、古墳時代末
　　　葉～平安時代の須恵器、土師器、平瓦などが出土した。SD3 は、幅 4ｍ、深さ 1.1ｍの南北方向の溝である。一部
　　　を断割ったところ、断面が鈍角三角形を呈し、基盤層の砂礫と粘土が薄く互層に堆積している部分があるものの、
　　　埋土はおおむね均質であった。黒褐色の埋土から弥生時代中期の壺や甕が出土した。調査範囲が狭小であることか
　　　ら、谷地形が自然埋没したのか遺構であるかの判断が困難である。柱穴は調査区北壁付近で 1 基確認した。直径
　　　30cm 深さ 40cm を測る。遺物が出土しなかったため、時期は不明であるが、埋土は SD1 に近似する。
2 区　1.5ｍ×8ｍの南北方向の調査区である。現地表面から20～ 30cmの盛土直下で基盤層を検出した。標高は、　T.P.18.5
　　　ｍである。調査区南端から 2基の柱穴を検出した。SP2 は直径 40cm、深さ 25cm を測る。SP3 は直径 15cm、深さ 15cm
　　　を測る。SP3 から底部糸切りの土師器皿が出土したことから時期は平安時代末から鎌倉時代頃と考えられる。
3 区　1.5ｍ×8ｍの東西方向の調査区である。現地表面から 20～ 30cm の盛土直下で基盤層を検出した。標高は、T.P.18.5
　　　～ 18.3ｍである。調査区東端から 1基の柱穴を検出した。直径 40cm、残存深さ 30cm を測る。柱痕跡は確認できな
　　　かった。
4 区　1ｍ×10ｍの東西方向の調査区である。現地表面から 30～ 50cm の盛土直下で基盤層を検出した。標高は、T.P.18.3
　　　～ 18.1ｍである。遺構、遺物ともに検出しなかった。

3．第 6次調査
　第 5次調査で遺跡の存在が判明したことから本発掘調査を実施した。対象範囲は、地盤改良工事によって遺構に影響が
及ぶ部分 10 ヶ所とし、調査面積は計 43 ㎡である。1 ～ 9 区は、第 5 次調査 1 区の周辺に所在し、このうち 8 区、9 区は
第 5次調査 1区とほぼ同位置であり、第 5次調査では検出、断割りのみにとどめた遺構の調査を実施した。このため、柱
穴以外は第 5次調査 1区で検出した SD1 ～ 3 と同じ遺構の続きを検出した (以下遺構番号のみを記す )。ここでは調査区
毎ではなく、1～ 9区と 10 区に分けて記述する。
１～９区　SD1 は 1 区、3 区、6 区、8 区、9 区で検出した。8 区、9 区では、主軸が N‐60 ～ 65°‐W だったが、緩やかに湾
　　　曲し、1区、3区では主軸が N‐5°‐Wとなっていた。幅は調査区によって若干の差はあるものの、おおむね 50cm
　　　前後である。深さは最大 42cm、断面形状は逆台形で、埋土も遺構検出面である土層 ( 図 5-8 層 ) のブロックを多
　　　く含むことから、水路ではなく布掘りの塀や柵の跡である可能性が想定される。1区と 6区で出土した須恵器から、
　　　遺構の時期は奈良時代と考えられる (図 6-4,6)。SD2 は、2区、3区、6区、8区で検出した。西肩プランから想定
　　　する遺構の主軸方向は、N‐45°‐Wをとる。遺構の規模、埋土の堆積状況は、第 5次調査成果と同様である。底に
　　　堆積した粗砂から底部糸切り平高台の須恵器椀 (図 6-15) が出土していることから、平安時代半ば頃までは機能し
　　　ていたことがうかがえる。SD3 は、1 区、5 区、8 区、9 区で確認した。3 区でも SD3 の一部を検出すると予測して
　　　いたが、撹乱を受け消失していた。遺構の主軸方向、埋土の堆積状況、出土遺物は、第 5次調査成果と同様である。
　　　8･9 区で弥生時代中期 (Ⅳ期 ) の壺の口縁部と底部が出土した ( 図 6－1,2)。柱穴は、3 区で 4 基、4 区で 2 基、6
　　　区で 4基、7区で 1基、8区で 4基の 15基を確認した (図 3，4)。このうち SP3-1、SP3-4、SP4-1、SP4-2、　SP6-1、
　　　SP6-2、SP7-1、SP8-4 からは奈良時代の須恵器、土師器片が出土した。なかでも、SP3-1 からは須恵器杯Ｂが (図
　　　6-5)、SP6-1 からは大量の貝殻と共に、形状が杯Ａで底部回転ヘラ切りの土師器杯 (図 6-3) が出土した。杯Ｂは、
　　　器壁の立ち上がりが垂直に近く、土師器はいわゆるロクロ土師器であることから必ずしも土師器の編年観に当ては
　　　まらないものの、同器種の須恵器の形状と比較すると、奈良時代前半の範疇に収まると考えられる。
10 区  調査区全体が北西から南東方向に主軸をとる河道の範囲内にあたる。調査区が狭小であるため、全体の規模は不明
      であるが、現地表面から最大の深さは 1.3ｍを測る。上層からは須恵器片が出土し (図 6‐7～ 9)、9層以下からは  
      弥生時代後期の壺や高杯が細片ながら出土した。

第Ⅲ章　総括
　今回の調査では、弥生時代中期、弥生時代後期、奈良～平安時代の遺構の広がりを新たに確認することができた。山吹
遺跡および近接する今宿遺跡では、これまで古代の遺構は溝のみが検出されていたが、今回の調査では同時期の溝に加え
て、奈良時代の柱穴及び、柵列の可能性がある溝状遺構 SD1 を検出した。このことから、山吹遺跡、今宿遺跡の性格を検
討するうえでの新たな資料を得ることができた点は、主要な成果に挙げられる。
　また、第 6次 8区において、遺構検出面より下位の土層堆積状況を確認するため断割りを行ったところ、遺物の時期、
器種は不明であるが、微細な素焼きの土器片を含んでいた (図 5‐8～ 11 層 )。この層は、弥生時代中期の遺物を含む SD3
に切られていることから、それ以前の時期に堆積したものとみられる。北側で実施した山吹遺跡第 2次調査では、縄文時
代の遺物包含層を確認しており、当該地付近まで同時期の土層が広がっている可能性も考えられる。
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